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２ 記号 a, b, c, d がそれぞれ確率 Pa, Pb, Pc, Pd (Pa, Pb, Pc, Pd > 0, Pa+Pb+Pc+Pd = 1) で

発生する独立生起情報源がある。この情報源から発生した記号を {0, 1} の二元符号で

符号化する際、その符号化方法が次の条件１、２を満たしているとする。 

条件１ 記号 a が 符号語 11 へ符号化される 

条件２ 記号列 abcd が符号語列 111011000 へ符号化される 

この符号化方法に関し、以下の問いに答えよ。 

【４０点】 

 

(1) 条件１、２を満たす符号化方法にはどのようなものがあるか、記号 a, b, c, d に対す

る符号語の組み合わせで可能なものを全て挙げよ。 

 

(2) 条件１、２を満たし、かつ一意復号不可能となる符号化方法にはどのようなものがあ

るか、記号 a, b, c, d に対する符号語の組み合わせで可能なものを全て挙げよ。 

 

(3) 条件１、２を満たし、かつ瞬時復号可能となる符号化方法の場合、記号 a, b, c, d に

対する符号語が各々どうなるかを示せ。 

 

(4) 条件１、２を満たし、かつ瞬時復号可能となる符号化方法が、ハフマン符号化になっ

ているとする。その場合、記号 a, b, c, d の発生確率に関する以下の関係①～⑦につい

て、各関係が「○常に成立」、「×常に不成立」、「△不定」のいずれに該当するかを理

由とともに述べよ。 

① Pa ≧ Pb 

② Pb ＞ Pc 

③ Pc ＜ Pd 

④ Pd ＜ Pa 

⑤ Pa ≧ Pb+Pc 

⑥ Pb+Pc ＞ Pd 

⑦ Pa+Pb+Pc ≦ 2/3 
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３ 情報理論に関する以下の用語について、その内容を簡潔に説明せよ。 

【２０点】 

 

(1) 折り返し雑音 

 

(2) 巡回冗長検査 

 

(3) フィッシング（Phishing） 

 

(4) セキュア・バイ・デザイン（Secure by Design） 

 

(5) DoS 攻撃 

 


